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８
月
７
日
、
由
良
川
橋

付
近
で
「
由
良
川 

川
舟
レ

ー
ス
＆
こ
ど
も
ハ
ゼ
つ
り

大
会
」
が
開
催
（
加
佐
ふ

る
さ
と
塾
と
21
加
佐
活
性

化
協
議
会
の
共
催
）。

　

川
舟
レ
ー
ス
で
は
、
約

１
７
０
人
が
参
加
。
真
夏

の
太
陽
が
照
り
つ
け
る
猛

暑
の
中
、
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
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水しぶきを上げながら櫓
ろ

をこぐ参加者

　

８
月
４
日
、
関
西
地
区
の
11

か
国
（
地
域
）
の
総
領
事
や
領

事
館
職
員
な
ど
23
人
が
舞
鶴
市

を
視
察
し
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
に
関
西
地
区
の
産

業
や
観
光
な
ど
の
魅
力
を
よ
り

効
果
的
に
世
界
に
発
信
し
よ
う

　

７
月
26
日
、
京
都
舞
鶴
港
と

浦ポ
ハ
ン項
港
と
の
経
済
交
流
を
促
進

す
る
た
め
、府
、市
、浦
項
市
（
韓

国
）
の
３
者
に
よ
り
、「
経
済
交

流
等
の
推
進
に
関
す
る
協
定
書
」

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
国
際
定
期
航
路
の
開

設
や
海
上
交
通
を
活
用
し
た
新

経
済
交
流
の
協
定
書
を
締
結

☆
全
国
高
等
学
校
女
子
ウ
エ

イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
選

手
権
大
会（
７
月
23
日
・
24
日
、

全
国
大
会
出
場

お
め
で
と
う

全
国
大
会
出
場

お
め
で
と
う

☆
全
日
本
少
年
剣
道
錬
成
大

会
（
７
月
26
日
・
27
日
、
東

京
都
） 

乾
隼
鷹
（
白
糸
中
３

年
）、西
田
紫
音
（
城
北
中
３
年
）、

檜
垣
美
咲
（
城
南
中
３
年
）、

山
下
晋
也
（
青
葉
中
２
年
）、

乾
明
鈴
香
（
新
舞
鶴
小
６
年
）、

長
崎
慎
也
（
中
舞
鶴
小
６
年
）、

森
脇
渚
（
元
高
野
小
６
年
）、

小
西
輝
正
（
新
舞
鶴
小
５
年
）

☆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送

コ
ン
テ
ス
ト
（
７
月
26
日
～

28
日
、
東
京
都
） 

井
翔
（
西
舞

全
国
大
会
で
好
成
績

全
国
大
会
で
好
成
績

鶴
高
３
年
）

☆
小
学
生
・
中
学
生
全
国
空

手
道
選
手
権
大
会
（
８
月
13

日
・
14
日
、
三
重
県
） 

藤
井
遥

（
城
南
中
３
年
）、
杉
谷
萌
々
香

（
同
２
年
）、
森
下
元
春
（
若

浦
中
１
年
）、
五
十
嵐
愛
枝

（
余
内
小
４
年
）、
春
永
弥
飛

（
同
３
年
）

☆
全
国
中
学
生
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
競
技
選
手
権
大
会（
８

月
18
日
、
福
岡
県
） 

大
沢
大
地
、

北
方
理
一
朗
、
鈴
木
悠
人
、

永
井
豪
、
西
村
建
太
（
以
上

白
糸
中
３
年
）、
後
守
遥
（
城

北
中
３
年
）

☆
日
韓
中
ジ
ュ
ニ
ア
交
流
競
技

大
会
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

競
技
（
８
月
23
日
～
26
日
、
愛

知
県
） 

西
尾
里
菜
子
（
加
悦
谷
高

３
年
、
青
葉
中
出
身
）

☆
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
カ
ッ
プ
夏
季
水
泳
競
技
大

会
（
８
月
25
日
～
30
日
、東
京
都
） 

山
下
陽
裕
（
京
都
外
大
西
高
３

年
、白
糸
中
出
身
）、越
後
智
行（
城

南
中
２
年
）

☆
日
清
食
品
カ
ッ
プ
全
国
小
学

生
陸
上
競
技
交
流
大
会
（
８
月

26
日
・
27
日
、
神
奈
川
県
） 

岸
口

輝
美
、原
田
晟
吾
、福
永
幸
祐
（
以

上
余
内
小
６
年
）、千
歳
海
理
（
明

倫
小
６
年
）、
松
下
修
也
（
吉
原

小
６
年
）　　
　

  

以
上
敬
称
略
。

舞
鶴
　
　
韓
国
・
浦
項
市

う
「
共
同
宣
言
」
を
、
友
好
都

市
・
大
連
市
（
中
国
）
と
平
成

18
年
11
月
に
「
市
民
交
流
の
強

化
に
関
す
る
合
意
書
」
を
締
結

し
、
こ
れ
ま
で
か
ら
教
育
や
文

化
面
は
も
と
よ
り
、
経
済
的
な

交
流
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
府
と
連
携
し
、
京
都

舞
鶴
港
を
中
心
と
し
た
貿
易
や

産
業
な
ど
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
み
な
と
振
興
課

（
☎
66
・
１
０
３
７
）
へ
。

た
な
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形

成
、
企
業
の
相
互
進
出
な
ど
持

続
的
な
協
力
体
制
の
構
築
を
目

指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
、
姉
妹
都
市
・

ナ
ホ
ト
カ
市
（
ロ
シ
ア
）
と
今

年
６
月
に
両
市
の
変
わ
ら
な
い

友
情
と
今
後
の
交
流
促
進
を
誓

と
設
置
さ
れ
た
「
関
西
領
事
館

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
一
環
と
し
て
、

近
畿
経
済
産
業
局
や
近
畿
地
方

整
備
局
、
近
畿
運
輸
局
な
ど
国

の
出
先
機
関
が
合
同
で
実
施
し

た
も
の
。
９
回
目
を
迎
え
る
今

回
は
、
日
本
海
側
の
地
域
で
は

初
め
て
の
実
施
と
な
り
ま
し

た
。

　

一
行
は
、
京
都
舞
鶴
港
西
港

か
ら
遊
覧
船
で
舞
鶴
湾
や
舞
鶴

国
際
ふ
頭
な
ど
を
視
察
し
た
ほ

か
、
市
内
の
工
場
や
宮
津
市
の

天
橋
立
な
ど
を
見
学
。

　

ま
た
、
市
政
記
念
館
で
は
、

多
々
見
市
長
が
観
光
や
貿
易
な

ど
舞
鶴
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。　

《
み
な
と
振
興
課
》

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
を
受

け
、
舞
鶴
市
に
転
入
・
避
難
し

て
き
た
人
を
雇
用
し
た
事
業
所

に
対
し
て
助
成
金
を
交
付
し
ま

す
。

▪
対
象
被
災
者　

東
日
本
大
震

災
の
影
響
を
受
け
、
市
内
に
居

住
し
て
い
る
人
で
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
。
❖
災
害
救
助
法
適

用
地
域
居
住
者
で
居
住
が
困
難

に
な
っ
た
❖
東
京
電
力
㈱
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に

よ
り
、
避
難
措
置
な
ど
が
講
じ

ら
れ
た
た
め
居
住
で
き
な
く
な

っ
た
❖
就
労
し
て
い
た
事
業
所

が
被
災
し
、
廃
業
な
ど
に
よ
り

離
職
し
た

▪
対
象
事
業
所　

次
の
い
ず
れ

に
も
該
当
。
❖
市
内
に
事
業
所

を
有
し
、
同
一
事
業
を
１
年
以

上
経
営
し
て
い
る
❖
４
月
１
日

以
降
に
対
象
被
災
者
を
雇
用
保

東
日
本
大
震
災

被
災
者
の
雇
用
に
助
成

険
の
一
般
被
保
険
者
と
し
て
雇

用
し
、
６
か
月
以
上
雇
用
関
係

を
継
続
し
て
い
る

▪
助
成
額　

６
か
月
分
の
賃
金

の
70
％
。
※
限
度
額
は
、
短
時

間
労
働
者
（
労
働
時
間
が
１
週

間
に
30
時
間
未
満
）
が
70
万
円
、

そ
の
他
が
１
５
０
万
円

▪
申
請
方
法　

所
定
の
用
紙
（
産

業
振
興
・
雇
用
対
策
課
に
備
え

付
け
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
書

類
を
添
付
し
、
同
課
へ
持
参
。

▪
問
い
合
わ
せ
先　

同
課
（
☎

66
・
１
０
２
１
）

新
潟
県
） 

69
㌔
級
優
勝　

西
尾

里
菜
子
（
加
悦
谷
高
３
年
、
青

葉
中
出
身
）　　

 　
　

敬
称
略
。

▪
概
要　

１
９
７
３
年
に
浦

項
製
鉄
所
（
現
㈱
ポ
ス
コ
）

が
建
設
さ
れ
、
こ
れ
を
契
機

に
韓
国
有
数
の
工
業
都
市

と
し
て
発
展
。
背
後
圏
に
、

韓
国
第
４
位
の
人
口
（
約

▲遊覧船から舞鶴湾を視察する総領事ら

２
５
０
万
人
）
を
有
す
る

大テ

グ邱
広
域
市
や
電
子
産
業
の

中
心
地
で
あ
る
亀ク

ミ尾
市
を
有

し
、
今
後
、
日
本
海
側
沿
岸

諸
港
と
の
貿
易
の
拠
点
港
と

し
て
発
展
が
期
待
さ
れ
る
国

際
港
湾
都
市
。
面
積
約
１
，

１
０
０
平
方
㌔
㍍
。
人
口
約

51
万
人
（
平
成
22
年
現
在
）。

▪
姉
妹
都
市
（
日
本
の
み
）

上
越
市
、
福
山
市

夏
の
由
良
川

川
舟

! !! !

で
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